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〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉

◎
瑞
宝
双
光
章

　
　

元
洲
本
市
消
防
団

団
長　

米
山　
　

昇

　
　

元
神
戸
市
東
灘
消
防
団

団
長　

志
井　

一
雄

◎
瑞
宝
単
光
章　
　

　
　

元
西
宮
市
消
防
団

副
団
長　

浅
井　

克
己

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昼
食
会
は
恒
例
の
交
流
会

を
兼
ね
て
お
り
、
明
る
く
積
極
的
に

情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
防
災
講
習
会
が
行
わ

れ
、心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

に
つ
い
て
、
消
防

学
校
教
官
よ
り
重

点
的
に
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

に
つ
い
て
は
反
復

練
習
が
必
須
と
な

り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
は
、
自

分
達
が
率
先
し
て

使
え
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
皆
真
剣

に
講
習
を
受
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ

た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
災

害
か
ら
防
護
す
る
と
と
も
に
、
消
防

力
の
強
化
・
拡
充
に
尽
力
し
、
社
会

公
共
の
福
祉
の
増
進
及
び
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
た
消
防
関
係
の
方
々
で

す
。

　

伝
達
式
は
、
十
一
月
六
日
（
木
）

一
〇
時
〇
〇
分
か
ら
東
京
・
虎
ノ
門

　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り

消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
努
力

し
、
消
防
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

た
方
々
に
授
与
さ
れ
る
藍
綬
褒
章
は

全
国
で
六
二
名
、う
ち
兵
庫
県
で
は
、

消
防
団
員
一
名
が
受
章
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、十
一
月
十
八
日
（
火
）

一
〇
時
四
五
分
か
ら
東
京
の
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
執
り
行
わ
れ
、
消
防
庁
長

官
か
ら
代
表
者
に
褒
章
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉

◎
藍
綬
褒
章

　
　

神
戸
市
灘
消
防
団

団
長　

伊
藤　

眞
彦

　

平
成
二
〇
年
度
女
性
消
防
団
員
研

修
会
が
平
成
二
〇
年
十
一
月
二
二
日

（
土
）
に
神
戸
市
北
、
神
戸
市
西
、

尼
崎
市
、
芦
屋
市
、
川
西
市
、
加
古

川
市
、
播
磨
町
、
小
野
市
、
豊
岡
市

出
石
、
各
消
防
団
の
女
性
団
員
三
九

名
参
加
の
も
と
、
兵
庫
県
立
広
域
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
富
山
県
高
岡
市

消
防
団
高
岡
女
性
分
団
長
の
横
川
照

子
さ
ん
よ
り
「
女
性
消
防
団
員
の
効

果
的
な
活
動
方
法
に
つ
い
て
」
の
演

題
で
女
性
消
防
団
の
更
な
る
飛
躍
と

「
消
す
消
防
よ
り
、
火
を
出
さ
な
い

消
防
」
を
目
指
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
女
性
消
防
団
の
課
題
や
取
組
み
に

つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
消
防
団
に
お
け
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
表
を
う
け
、
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
富
山
県

高
岡
市
消
防
団
高
岡
女
性
分
団
長
の

横
川
照
子
さ
ん
及
び
研
修
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
消
防
学
校
教
官

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

の
日
本
消
防
会
館
内
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
、
消
防
庁
長

官
か
ら
各
代
表
者
に
叙
勲
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

　

瑞
宝
小
綬
章 

二
八
名

　

旭
日
双
光
章 

二
名

　

瑞
宝
双
光
章 

一
一
七
名

　

瑞
宝
単
光
章 

三
六
六
名

　
　
　
　

計 

五
一
三
名

　
　

元
芦
屋
市
消
防
団

分
団
長　

上
原
三
和
二

　
　

元
尼
崎
市
消
防
団

分
団
長　

岡
田　

好
弘

　
　

元
高
砂
市
消
防
団

分
団
長　

貝
塚　

豊
景

　
　

元
加
古
川
市
消
防
団

分
団
長　

木
戸　

篤
郎

　
　

元
明
石
市
消
防
団

分
団
長　

木
下　

夫

　
　

元
篠
山
市
消
防
団

団
長　

小
前　

芳
彦

　
　
　

元
赤
穂
市
消
防
団

分
団
長　

千
﨑　

敏
明

　
　

元
小
野
市
消
防
団

副
団
長　

田
村　

彰
敏

　
　

元
朝
来
市
消
防
団

副
団
長　

藤
原　

壽
雄

　
　

元
淡
路
市
消
防
団

副
団
長　

向
田　
　

護

　

平
成
二
〇
年
秋
の
叙
勲
が
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
関
係
の
受
章
者
は
、
全
国
で
五
一
三
名
、
う
ち
兵
庫
県
で
は
、
元
消
防

団
員
十
三
名
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

県
下
か
ら
消
防
功
労
に
よ
り
十
三
名
が
受
章

県
下
か
ら
消
防
功
労
に
よ
り
十
三
名
が
受
章

平
成
二
〇
年
秋
の
叙
勲

平
成
二
〇
年
秋
の
叙
勲

　

平
成
二
〇
年
秋
の
褒
章

　

平
成
二
〇
年
秋
の
褒
章

　

平
成
二
〇
年
秋
の
褒
章
が
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

﹁﹁
平
成
二
〇
年
度
女
性
消
防
団
員
研
修
会

平
成
二
〇
年
度
女
性
消
防
団
員
研
修
会
﹂﹂

兵
庫
県
消
防
協
会

兵
庫
県
消
防
協
会
　　

秋の叙勲伝達式

防災講習会の様子
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姫
路
市
香
寺
町
消
防
団
は
、
昭
和

二
九
年
に
香
呂
村
と
中
寺
村
が
合
併

し
て
町
制
が
施
行
さ
れ
た
と
同
時

に
、
香
寺
町
消
防
団
と
し
て
団
員

六
三
〇
名
で
出
発
し
、
平
成
十
八
年

三
月
二
七
日
に
、
姫
路
市
と
香
寺
町

の
合
併
に
よ
り
「
姫
路
市
香
寺
町
消

防
団
」
と
し
て
再
出
発
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

現
在
の
編
成
と
し
て
は
、
神
崎
郡

香
寺
町
の
体
制
の
ま
ま
の
、
二
二
分

団
三
七
八
名
と
消
防
車
両
二
一
台
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
姫
路
市

消
防
団
分
団
再
編
整
備
事
業
計
画
」

に
よ
り
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
に

は
、
一
小
学
校
区
一
分
団
・
分
団
員

八
〇
人
体
制
で
、
三
分
団
・
分
団
員

二
四
〇
人
体
制
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

　

私
が
香
寺
町
消
防
団
に
入
団
し
た

の
は
、
昭
和
三
五
年
一
月
二
日
で
し

た
が
、
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
に

は
定
年
で
退
団
い
た
し
ま
す
。
姫
路

市
香
寺
町
消
防
団
の
団
長
と
い
た
し

ま
し
て
は
、「
香
寺
町
消
防
団
」
か

ら
「
姫
路
市
香
寺
町
消
防
団
」
と
い

う
新
体
制
に
な
っ
た
大
き
な
変
遷
を

経
験
い
た
し
ま
し
た
が
、
消
防
団
と

し
て
の
区
域
に
変
わ
り
が
無
く
、
自

治
会
と
分
団
と
の
関
係
も
従
前
の
と

お
り
で
し
た
の
で
、
大
き
な
混
乱
も

無
く
、
無
事
に
体
制
の
変
換
は
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
団
活
動
に
お
い
て
も
、

現
在
は
香
寺
町
消
防
団
の
時
と
同
じ

か
、
そ
れ
以
上
の
消
防
団
活
動
が
出

来
て
い
る
と
自
負
し
つ
つ
、
活
動
に

ご
指
導
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
、
団

員
を
は
じ
め
地
元
の
自
治
会
・
姫
路

市
消
防
局
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
趨
勢
で
、
ま
す
ま
す
市
民

の
皆
様
の
「
安
全
・
安
心
」
を
求
め

ら
れ
る
要
望
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
消
防
団
と
し
て
も
従
前
に

は
無
か
っ
た
、「
消
防
団
員
応
急
手

当
指
導
員
養
成
講
習
の
受
講
」や「
事

業
所
・
各
種
団
体
・
消
防
署
及
び
消

防
団
の
合
同
訓
練
」
な
ど
の
教
育
や

訓
練
を
積
み
重
ね
、
地
域
で
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
が
出
来
る

よ
う
、
消
防
団
活
動
の
内
容
を
変
化

す
る
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
四
月
一
日
に
は
、
分

団
再
編
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
大
き

な
山
を
迎
え
ま
す
が
、
現
在
は
、
各

分
団
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
委

員
に
よ
る
「
香
寺
町
消
防
団
新
体
制

研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
香
寺
町
消

防
団
と
し
て
三
分
団
二
四
〇
名
体
制

に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
、
移
行
後
に

お
い
て
も
、
消
防
団
員
が
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
活
動
で
き
、
今
以
上
に

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
「
消
防
団
活
動
」
が
出
来
る
よ
う

研
究
を
重
ね
、
新
体
制
へ
の
移
行
に

万
全
を
期
す
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
地
元
の
先
輩
の
勧
め
も
あ

り
、
昭
和
四
五
年
消
防
団
に
入
団
し

ま
し
た
。

　

最
初
は
現
場
の
こ
と
を
何
も
わ
か

ら
ず
入
団
か
ら
二
年
位
は
、
サ
イ
レ

ン
が
鳴
れ
ば
と
に
か
く
先
輩
に
付
い

て
現
場
に
向
か
う
と
い
っ
た
感
じ
で

し
た
。
ま
た
、
当
時
の
分
団
の
雰
囲

気
は
、
今
の
友
達
同
士
の
よ
う
な
感

覚
で
は
な
く
、
先
輩
が
絶
対
的
な
存

　

兵
庫
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

豊
岡
市
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一

日
に
近
隣
一
市
五
町
が
合
併
し
て

発
足
し
、
面
積
約
七
〇
〇
平
方
㎞
と

県
内
の
四
分
一
を
占
め
、
人
口
約

九
万
二
千
人
の
自
治
体
と
な
り
ま
し

た
。

　

北
は
日
本
海
、
東
は
京
都
府
に
接

し
、
海
岸
部
は
山
陰
海
岸
国
立
公
園

で
あ
り
、
南
は
山
岳
・
高
原
地
帯
が

広
が
り
、
多
彩
な
四
季
を
織
り
な
す

自
然
環
境
と
、
豊
岡
鞄
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
・
城
崎
温
泉
・
出
石
皿
そ
ば
な
ど

多
く
の
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
古

く
か
ら
但
馬
地
方
の
政
治
・
経
済
・

文
化
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
で
は
、
地
域
住
民
の
要
望

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、

合
併
時
の
消
防
団
活
動
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
多
団
制
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団
（
定
員

五
〇
五
名
）
は
、人
口
４
万
７
千
人
、

面
積
一
六
二
平
方
㎞
の
豊
岡
地
域
を

守
備
範
囲
と
す
る
消
防
団
で
、
装
備

車
両
に
つ
い
て
は
、
指
令
車
一
台
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
全
十
四
分
団

に
配
備
、
船
外
機
付
ボ
ー
ト
五
艇
の

管
理
委
託
を
受
け
、
水
害
に
も
備
え

て
い
ま
す
。

　

市
内
中
心
部
を
流
れ
る
円
山
川
流

域
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
々
の
水
害

に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
四
年

前
の
台
風
二
三
号
の
被
害
は
、
過
去

に
例
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
誰
も
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
増
水
の

ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
排

水
ポ
ン
プ
の
停
止
・
円
山
川
の
決
壊

等
に
よ
り
、
ま
ち
は
泥
の
海
に
沈
み

ま
し
た
。
全
壊
二
三
一
棟
、
大
規
模

半
壊
八
四
九
棟
、
半
壊
二
、〇
七
六

棟
に
達
し
、
土
砂
災
害
も
百
ケ
所
以

上
に
及
び
ま
し
た
。

　

こ
の
大
水
害
に
お
い
て
、
消
防
団

は
団
員
の
約
六
割
が
被
災
す
る
中
、

消
防
団
の
能
力
・
特
性
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
身
の
危
険
が
迫
る
中
、
堤

防
の
決
壊
情
報
を
い
ち
早
く
正
確
に

災
害
対
策
本
部
へ
通
報
す
る
な
ど
、

不
眠
不
休
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
年
が
経
ち
、
ま
ち
は

か
っ
て
の
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た

が
、
今
な
お
、
再
度
災
害
防
止
の
観

点
か
ら
激
甚
災
害
特
別
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団
で
は
、
台
風

二
三
号
水
害
を
経
験
し
て
、
水
害
の

教
訓
を
基
に
、「
市
民
の
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
」
た
め
に
様
々
な
災
害

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代

表
的
な
三
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

二
三
号
水
害
で
は
、
急
激
な
水
位
上

昇
と
堤
防
の
決
壊
に
よ
っ
て
避
難
で

き
な
く
な
り
、
自
宅
な
ど
に
取
り
残

さ
れ
た
市
民
が
多
く
い
ま
し
た
。
逃

げ
遅
れ
た
市
民
の
救
助
活
動
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
消
防
団
内
に

「
水
難
救
助
部
隊
」
を
編
成
し
、
定

期
的
に
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
時
に
消
防
団
が
自
主

防
災
組
織
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
す

る
際
、
現
場
に
お
け
る
各
種
水
防
工

法
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
「
水
防
指

導
員
」
を
消
防
団
内
に
養
成
し
、
定

期
的
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
定
期
的
に
各
地
区
の
自
主

防
災
組
織
と
、
火
災
・
地
震
・
水
害

を
想
定
し
た
内
容
の
合
同
訓
練
を
実

施
し
、
災
害
時
の
活
動
に
お
け
る
連

携
及
び
水
防
工
法
の
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
団
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上
と
、
団
員
同
士
の
連
携
を
深

め
、
併
せ
て
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
あ
の
台
風
二
三
号
の
経

験
を
忘
れ
る
事
な
く
、「
減
災
の
視

点
」
に
立
ち
、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
ま
た
、
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
全
団
員
が
一
致
団
結

し
て
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
変
革
す
る
時
代
に

即
応
す
る
」

　

姫
路
市
香
寺
町
消
防
団
長

白
石　

光
廣

「
消
防
団
で
広
が
っ
た

人
付
き
合
い
」

　
　

洲
本
市
消
防
団
副
団
長

殿
脇　
　

修

在
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
洲
本
消
防
署
（
現

淡
路
広
域
消
防
本
部
）
が
地
元
分
団

の
管
内
に
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な
分

団
毎
の
出
動
区
分
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
私
の
分
団
は
比
較
的
火
事
の

出
動
に
対
し
て
積
極
的
で
、
年
二
〇

〜
三
〇
回
程
度
出
動
し
て
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
詰
所
の
近
く
に
住
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
か
ら
機
関
員

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
現
場
で
は
、
練
習
で
で
き
た
操

作
が
い
ざ
現
場
で
は
上
手
く
い
か

ず
、
先
輩
の
助
け
を
得
て
な
ん
と
か

そ
の
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
当
然
日
頃
の

練
習
も
必
要
で
す
が
、
全
く
同
じ
現

場
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
こ
と

か
ら
、
ど
ん
な
状
況
で
も
対
処
で
き

る
よ
う
、
や
は
り
現
場
で
の
経
験
を

積
む
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
長
年
団
員
と
し
て
多
く
の

現
場
を
経
験
し
て
き
た
中
で
、
火
事

と
な
る
と
一
目
散
に
火
元
を
目
指
す

傾
向
が
多
い
よ
う
感
じ
ま
す
が
、
水

利
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
水
利
が

確
保
で
き
て
い
れ
ば
安
心
し
て
消
火

活
動
に
専
念
が
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
は
就
業
体
系
の
変
化
に
よ

り
、
昼
間
は
団
員
が
地
元
に
い
る
こ

と
が
少
な
い
た
め
、
限
ら
れ
た
人
員

で
効
果
的
に
活
動
す
る
に
は
他
分
団

と
の
連
携
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
は
分
団
だ
け
の
訓

練
だ
け
で
は
な
く
、
他
分
団
と
の
合

同
訓
練
が
増
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

消
防
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
改

め
て
思
う
の
は
、
年
齢
、
職
業
の
違

う
人
と
の
付
き
合
い
が
広
が
り
、
色

ん
な
面
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
長

い
間
、
団
員
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
周
り
の
人
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
若
手
団
員
に
対
し
て

は
、
現
場
で
の
経
験
を
よ
り
多
く
積

ん
で
も
ら
う
た
め
、
可
能
な
と
き
は

で
き
る
だ
け
消
防
団
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
家
庭
の
安
泰

が
な
け
れ
ば
団
の
活
動
へ
も
専
念
で

き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
家
庭
を
大
事
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
昔

の
よ
う
に
上
か
ら
の
命
令
と
い
う
だ

け
で
は
若
い
人
に
は
通
じ
ま
せ
ん
。

何
が
正
解
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
幹
部
と
若
い

世
代
の
人
た
ち
が
も
っ
と
話
し
合

い
、
変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
、
伝
統

と
し
て
残
す
べ
き
と
こ
ろ
は
残
し
、

消
防
団
活
動
が
益
々
活
発
な
も
の
に

な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

 

「
平
成
十
六
年
台
風
二
三
号
水
害
か
ら
四
年
」

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

自主防災組織合同訓練

水難救助訓練 積み土嚢訓練
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私
と
消
防
団
と
の
か
か
わ
り
は
、

私
が
二
六
歳
の
時
、
近
く
に
住
む
消

防
団
員
の
方
か
ら
「
消
防
団
に
入
ら

な
い
か
？
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

私
は
迷
わ
ず
、「
消
防
団
に
入
り

ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
大
学
一

年
生
の
時
に
経
験
し
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
印
象
が
強
く
残
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
は
、
平
成
十
年
八
月
二
六
日

か
ら
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

栃
木
県
那
須
町
な
ど
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
那
須
水
害
」
の
現

地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
二
週
間

滞
在
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
水
害
の

土
砂
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
家
屋
の
中

か
ら
家
具
や
家
電
な
ど
を
取
り
出
し

て
い
た
時
、
住
人
の
方
が
一
冊
の
ア

ル
バ
ム
を
見
つ
け
ま
し
た
。
住
人
の

方
は
一
つ
ひ
と
つ
、
思
い
出
を
話
さ

れ
共
に
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
し
ま

し
た
。
救
援
活
動
を
終
え
る
と
住
人

の
方
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」、「
あ
り

が
と
う
」
と
幾
度
も
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
い
ま
ま
で
の
疲
れ
が
、

さ
わ
や
か
な
充
実
し
た
気
持
ち
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
よ
う
に
、
誰
か
の
役
に

立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
消
防
団
員
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
入

団
し
て
か
ら
は
、
で
き
る
限
り
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
第
二
二
回
兵
庫
県
消
防
操

法
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
技
術
と
団
結
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
度
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
な
ど
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練

を
重
ね
地
域
の
方
々
の
安
心
と
安
全

の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
、
が
ん

ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

柴
崎
団
長
は
、
昭
和
四
五
年
に
旧

東
条
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
平
成

四
年
に
副
団
長
、
平
成
十
二
年
に
は

旧
東
条
町
消
防
団
長
に
就
任
、
六
年

間
東
条
町
消
防
団
の
先
頭
に
立
ち
、

消
防
団
活
動
を
指
揮
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
十
八
年
三
月
に
社
町
、
滝
野

町
、
東
条
町
の
合
併
に
伴
い
、
加
東

市
消
防
団
が
発
足
し
て
、
旧
社
町
吉

田
団
長
が
初
代
団
長
に
就
任
さ
れ
る

と
、
副
団
長
と
し
て
、
発
足
間
も
な

い
新
消
防
団
が
機
能
的
な
組
織
と
し

て
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
、
指
導
力
で
団
長
を
補
佐

し
、
加
東
市
消
防
団
の
礎
を
築
い
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
四
月
に
第
二
代
加

東
市
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

柴
崎
団
長
は
、
気
さ
く
に
若
い
団

員
か
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
、
自
ら
関
係

当
局
に
働
き
か
け
て
団
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を
心
が
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
団
長
就
任
後
、
管
内
で
火

災
が
続
発
し
た
際
に
は
、
い
ち
早
く

消
防
団
員
を
動
員
し
て
火
災
予
防
の

広
報
と
と
も
に
警
戒
巡
視
を
指
示
す

る
な
ど
、
頻
発
し
た
火
災
の
抑
止
に

効
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
密
着
し
た

　

南
あ
わ
じ
市
は
兵
庫
県
最
南
端
の

市
で
あ
り
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一

日
に
三
原
郡
緑
町
、
西
淡
町
、
三
原

町
、
南
淡
町
が
合
併
し
て
誕
生
。
合

併
後
の
人
口
は
約
五
万
五
千
人
と
な

り
面
積
、
人
口
と
も
淡
路
島
最
大
の

市
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
は
こ
の
南
あ

わ
じ
市
誕
生
と
同
時
に
発
足
し
、
現

在
は
四
方
面
隊
、
五
九
分
団
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
二
四
台
、
小
型

動
力
付
積
載
車
八
三
台
、
団
員
数

二
、一
九
〇
人
体
制
で
日
夜
消
防
活

動
に
精
励
し
て
い
ま
す
。

　

川
本
団
長
は
平
成
二
年
に
旧
南
淡

町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
以
降
平
成

十
二
年
に
同
町
副
団
長
、
そ
し
て
合

併
後
も
副
団
長
を
努
め
ら
れ
、
平
成

二
〇
年
四
月
一
日
よ
り
第
三
代
南
あ

わ
じ
市
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
淡
路
地
区
消
防
協
議
会

の
会
長
も
兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
三
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、円
滑
な
消
防
防
災
活
動
の
た
め
、

旧
町
の
垣
根
を
越
え
た
、
災
害
時
に

迅
速
か
つ
効
率
的
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
普
段
は
温
厚
な
人
柄
の
団

長
も
、
消
防
団
活
動
で
は
災
害
現
場

だ
け
に
限
ら
ず
日
頃
か
ら
の
消
防
団

員
と
し
て
の
規
律
を
重
ん
じ
、
時
に

は
厳
し
い
言
葉
も
か
け
ら
れ
ま
す
が

団
員
へ
の
配
慮
も
細
や
か
で
幹
部
・

若
手
を
問
わ
ず
信
望
が
厚
い
団
長
で

す
。

　

農
協
職
員
と
い
う
本
来
の
お
仕
事

の
傍
ら
、
消
防
団
活
動
に
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
日
々
多
忙
な
団
長
さ
ん

で
す
が
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
、
地
域
住
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
、
な
お
一

層
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

消
防
団
と
し
て
、
消
火
活
動
だ
け
で

な
く
予
防
消
防
に
も
力
を
入
れ
、
大

規
模
災
害
時
に
は
加
東
市
消
防
団
員

一
、二
三
六
名
が
、
即
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
技
術
の
向
上
を
図
り
、
地

域
防
災
の
要
と
し
て
の
消
防
団
活
動

に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宍
粟
市
は
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
に
旧
宍
粟
郡
山
崎
町
、
一
宮

町
、
波
賀
町
、
千
種
町
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
面
積
は
、
兵
庫
県

の
約
七
・
八
％
を
占
め
る
六
五
八
㎢

で
、
東
西
方
向
約
三
二
㎞
、
南
北
方

向
約
四
二
㎞
の
広
が
り
を
有
し
、
県

下
最
高
峰
の
氷
ノ
山
、
三
室
山
な
ど

一
、〇
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
山
々
が
そ

び
え
、
山
の
ふ
も
と
を
流
れ
る
揖
保

川
の
清
流
、
名
水
の
千
種
川
を
は
じ

め
、
渓
谷
等
の
景
勝
地
、
開
花
時
期

に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
千
年
藤
な

ど
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
資
源
や
風

景
が
四
季
折
々
の
風
情
を
織
り
な
し

ま
す
。

　

ま
た
宍
粟
市
は
、
播
磨
国
風
土
記

に
記
さ
れ
た
播
磨
の
国
の
開
拓
神

「
伊
和
大
神
」
の
本
拠
で
あ
る
歴
史

と
伝
説
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
市
内

に
は
古
代
か
ら
の
遺
跡
を
は
じ
め
、

南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け

て
の
史
跡
や
伝
統
的
な
祭
り
、ま
た
、

神
話
・
伝
説
な
ど
も
多
数
残
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
、
旧
千
種
町
に
は
、

古
代
以
降
明
治
期
ま
で
主
と
し
て
日

本
刀
の
原
材
料
と
し
て
名
声
を
は
せ

た
「
千
草
鉄
」
を
産
出
し
、
た
た
ら

製
鉄
所
の
遺
跡
が
い
た
る
所
で
見
ら

れ
る
な
ど
鉄
の
郷
と
し
て
繁
栄
し
て

き
ま
し
た
。

　

地
元
中
学
生
は
、
郷
土
学
習
と
し

て
毎
年
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
「
た
た

ら
製
鉄
法
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指

導
を
受
け
、
川
で
の
砂
鉄
採
集
か
ら

始
め
、
純
度
の
高
い
砂
鉄
を
選
別
す

る
「
か
ん
な
流
し
」、
砂
鉄
を
炉
内

に
投
入
し
一
、三
〇
〇
度
以
上
の
加

熱
、「
け
ら
だ
し
」
の
手
順
を
体
験
、

砂
鉄
か
ら
の
製
鉄
法
を
は
じ
め
、
そ

の
歴
史
や
科
学
等
多
く
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

体
験
し
た
中
学
生
は
、
昔
の
人
が

磁
石
も
な
し
に
砂
鉄
を
採
集
す
る
方

法
を
考
え
る
な
ど「
た
た
ら
製
鉄
法
」

を
学
習
す
る
中
で
、「
田
舎
で
何
も

自
慢
で
き
る
こ
と
が
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
た
た
ら
の
こ
と
を
学
び
昔

か
ら
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

少
し
で
も
千
種
を
自
慢
で
き
る
こ
と

が
見
つ
け
ら
れ
よ
か
っ
た
」
と
話
し

て
お
り
、
中
学
生
が
昔
の
文
化
を
通

し
て
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
て

い
ま
す
。　

 

消
防
団
に
入
団
し
た
理
由

　
　

神
戸
市
灘
消
防
団
第
四
分
団

髙
木
清
介

 

先
人
の
知
恵
を
学
ぶ 

「
た
た
ら
製
鉄
法
」

宍
粟
市
支
部

○155

　

地
域
防
災
の
要
、
消
防
団

加
東
市
消
防
団　
　
　
　

柴
崎　

彰
孝　
団
長

「
信
頼
さ
れ
る
団
長
さ
ん
」

南
あ
わ
じ
市
消
防
団　
　
　

川
本　

啓
二　
団
長

わ
れ
ら

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

若
手
消
防
団
員

〈14〉〈14〉〈1414〉

たたら製鉄法 郷土学習

郷土を愛する心を育てる
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編
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後
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編
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後
記

　

年
末
警
戒
や
年
明
け
に
は
出
初
式

を
控
え
、
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。　

　

さ
て
、今
月
号
で
は
「
秋
の
叙
勲
・

褒
章
」「
平
成
二
〇
年
度
女
性
消
防

団
員
研
修
会
」
に
つ
い
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
四
面
に
て
一
月

実
施
の
出
初
式
日
程
一
覧
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
消
防
団
今
昔
に
は
姫
路
市

香
寺
町
消
防
団
長
白
石
光
廣
さ
ん
、

洲
本
市
消
防
団
副
団
長
殿
脇
修
さ
ん

よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
気
が
つ
い
て

み
る
と
早
い
も
の
で
す
ね
。
来
年
に

向
け
て
あ
と
少
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

兵
庫
消
防
で
は
皆
様
か
ら
の
寄
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

兵
庫
消
防
十
一
月
号
（
第

六
〇
五
号
）
わ
れ
ら
若
手
消
防

団
員
の
記
事
に
お
い
て
、
寄
稿

者
の
氏
名
を
誤
っ
て
掲
載
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
次
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

　

正　

洲
本
市
消
防
団
都
志
分
団

細
川　

祐
人

　

平
成
二
〇
年
八
月
三
〇
日
、
西
宮

市
甲
子
園
浜
に
お
い
て
、
兵
庫
県
、

阪
神
広
域
、
西
宮
市
が
合
同
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
あ
い
に

く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
衛

隊
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
等
の
防
災

関
係
機
関
を
は
じ
め
、医
療
関
係
者
、

自
主
防
災
組
織
の
ほ
か
、
市
民
な
ど

の
見
学
者
を
合
わ
せ
、
二
千
人
の
訓

練
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。
西
宮
市

消
防
団
で
は
、
機
能
別
消
防
団
員
に

よ
る
住
民
避
難
誘
導
訓
練
と
分
団
ポ

ン
プ
車
両
に
よ
る
、
一
斉
放
水
訓
練

で
参
加
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

消
防
職
員
、
消
防
団
員
の
Ｏ
Ｂ
か

ら
な
る
、
当
市
の
機
能
別
消
防
団
員

は
、
平
成
二
〇
年
六
月
一
日
に
、
大

規
模
災
害
時
に
活
動
す
る
団
員
と
し

て
、
兵
庫
県
下
で
初
め
て
発
足
し
ま

し
た
。

　

機
能
別
消
防
団
員
は
、
新
し
い
情

報
の
習
得
や
技
術
の
向
上
の
た
め
に

年
間
を
通
じ
、
研
修
や
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
今
回
の
訓
練
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
被
災
し
た
住
民

を
、
避
難
所
ま
で
誘
導
す
る
班
と
、

建
物
倒
壊
に
よ
り
負
傷
し
た
住
民
を

応
急
救
護
所
ま
で
誘
導
す
る
班
に
分

か
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

全
員
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、

現
場
で
指
揮
を
執
ら
れ
て
い
た
方
ば

か
り
で
す
の
で
、
メ
ガ
ホ
ン
や
合
図

灯
を
う
ま
く
活
用
し
、
非
常
に
〝
て

き
ぱ
き
〞
と
し
た
行
動
で
、
安
全
か

つ
確
実
に
避
難
誘
導
を
行
っ
て
お

り
、
さ
す
が
〝
大
先
輩
〞
と
感
動
し

た
場
面
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
訓
練
に
参
加
し
た
機
能
別

団
員
の
一
人
は
、「
大
災
害
時
に
は
、

基
本
団
員
と
共
に
、

災
害
に
立
ち
向
か
っ

て
行
き
た
い
。」
と

述
べ
る
な
ど
、
そ
の
災
害
に
対
す
る

意
気
込
み
は
非
常
に
心
強
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
訓
練
の
最
後
に
は
、
分

団
ポ
ン
プ
車
両
十
一
台
に
よ
る
、
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
訓
練
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。　

　

西
宮
市
は
、
こ
の
四
月
に
中
核
市

と
な
り
、
よ
り
充
実
し
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
消
防
関
係
で
は
、
高
度
救
助

隊
を
配
置
し
、
消
防
体
制
の
強
化
を

行
い
、〝
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
街
づ
く
り
〞
を
邁
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
災
の
核
と
な
る

消
防
団
に
あ
っ
て
は
、
市
民
か
ら

の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お

り
、そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、

日
々
の
訓
練
を
重
ね
、
有
事
の
際
に

備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
西
宮
市
消
防
団
訓
練
出
動
！

　
　
　

〜
兵
庫
県
合
同
防
災
訓
練
参
加
」

西
宮
市
消
防
団

機能別消防団員

http://www.hyogoshoubou.jp/

一斉放水 避難誘導

平成２１年消防出初式日程表（１月実施分）
地区 実 施 日 市 町 名 開始時刻 場　　　　　　所 地区 実 施 日 市 町 名 開始時刻 場　　　　　　所

神戸
地区 1 月 11 日（日） 神 戸 市 10：00 メリケンパーク

西
播
磨
地
区

1 月 11 日（日）

相 生 市 9：30 那波中央公園

阪
神
地
区

1 月 10 日（土） 伊 丹 市 10：00 昆陽池公園多目的広場 た つ の 市 9：30 千鳥ヶ浜グラウンド

1月 11 日（日）

尼 崎 市 10：00 尼崎市立中央中学校校庭 赤 穂 市 9：30 千種川河川敷公園

川 西 市 8：30 川西市立西北小学校、川西市文化会館 上 郡 町 9：30 上郡町役場裏駐車場

芦 屋 市 10：00 芦屋市立体育館・本通り商店街 1月 18 日（日） 太 子 町 9：30 太子町民グラウンド

宝 塚 市 10：00 宝塚市立末広小学校体育館

但
馬
地
区

1 月 4 日（日） 豊岡市但東 9：30 但東市民センター

猪 名 川 町 9：30 猪名川町文化体育館イナホール 1月 6日（火） 豊岡市城崎 9：00 城崎小学校・城崎総合支所

1月 12 日（月） 西 宮 市 9：30 武庫川河川敷公園

1月 11 日（日）

豊岡市豊岡 9：00 豊岡市民体育館

東
播
磨
地
区

1 月 11 日（日）

明 石 市 9：45 明石市役所周辺・明石市市民会館 豊岡市竹野 9：00 竹野中学校体育館

加 古 川 市 9：00 加古川市防災センター 豊岡市出石 9：30 出石中学校体育館

高 砂 市 9：30 高砂市総合運動公園・総合体育館 丹
波
地
区
1 月 11 日（日）

篠 山 市 10：00 たんば田園交響ホール

加 古 郡
（稲美町、播磨町）

10：00 稲美町立天満東小学校グラウンド 丹 波 市 7：30 春日体育センター

中
播
磨
地
区

1 月 11 日（日）
姫 路 市 9：30 シロトピア記念公園

淡
路
地
区

1 月 4 日（日）
南あわじ市 9：30 三原健康広場

市 川 町 9：00 川辺小学校グラウンド 淡 路 市 10：00 北淡中学校グラウンド

1月 18 日（日） 福 崎 町 9：30 田原小学校グランド 1月 11 日（日） 洲 本 市 9：00 洲本市文化体育館・洲本港


